
産業経済局国際ビジネス政策課

28.28

（平成２９年３月３１日現在）

利益（損失）処分

212,508

（１）当期の設備投資で主なものは次のとおり。
　・建物（新規テナント区画新設、火災報知設備の更新他）420,722千円

（２）当期の資金調達は次のとおり
　・株式会社北九州銀行から整備資金の調達　　　　　　　200,000千円

第三セクターの経営情報について

報告対象団体 株式会社北九州輸入促進センター

本市の出資割合

平成29年8月17日

従業員数

6,600,000 千円

（１）国際ビジネスのサポートサービス事業
（２）不動産賃貸事業
（３）小倉駅新幹線口地区のにぎわいづくり支援

人

％

千円1,866,700

その他
（剰余金・欠損
金、設備投資、
資金調達など）

11

会計監査人及び監査役が監査を実施した結果、適法かつ正確であった。

（１）報告事項
　・第24期事業報告、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
　　計算書、個別注記表、監査報告の件
（２）決議事項
　 　　なし

株主総会
（平成29年
６月２3日
開催） 議案等

監査報告

会社概要 資本金額

本市の出資額

収支状況の
要点

会社の事業内容

営業報告の要点

　積極的なテナント誘致活動に取り組んだ結果、2階、4階に女性等の就
労を支援する公共機関が新たに入居するなどの成果をあげ、入居率は年
間を通じて９０％を超えることとなった。
　（大塚家具退店時：５７％、平成２９年３月末：92.5％）。
　これにより、６期連続の単年度黒字を計上することができた。
　平成２９年度も引き続き、積極的なテナント誘致活動及びテナント
サービスの強化に取り組み、入居テナントの増加及び既入居テナントの
継続入居の維持により収益力の強化を図る。

当期未処分利益（損失） △ 1,264,256

千円

千円

当期純利益

前年度との比較

（単位：千円）

平成2７年度

（第2３期）

平成2８年度

（第2４期）
前年度比

売上高 1,302,916 1,324,878 21,962千円の増

当期純利益 192,307 212,508 20,201千円の増

資 料 ５



株式会社北九州輸入促進センター 

平成 28 年度 経営状況報告 

平成 28 年 8 月 17 日 

産 業 経 済 局 








































